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田
後
薬
師
堂
建
立
４
０
０
年
記
念
事

業
が
４
月　

日
（
日
）
田
後
コ
ミ
ュ
ニ
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テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
地
区
住
民
な
ど
約
１

２
０
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
後
薬
師
堂
は
、
慶
長　

年
（
１
６
０

11

７
年
）
に
菜
嶋
に
薬
師
如
来
（
朽
ち
木
）

が
あ
が
り
、
草
庵
が
で
き
た
こ
と
に
由
来

し
、
今
年
で
建
立
４
０
０
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
地
元
の
田
後
自
治
会
、
む
ら
づ

く
り
田
後
の
会
の
主
催
で
記
念
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
定
善
寺
、
西
法
寺
、
本
光
寺

の
住
職
に
よ
る
法
要
の
あ
と
、
定
善
寺
住

職
に
よ
る
講
和
「
田
後
薬
師
如
来
縁
起
の

拝
読
」、「
笑
い
あ
る
人
生
」
と
い
う
演
題

で
落
語
家
雷
門
喜
助
師
匠
に
よ
る
文
化

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
後
地
区
は
古
く
か
ら
漁
村
で
あ
り
、
過
去
に
海
難

事
故
で
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
た
め
、
漁
業
の
安

全
祈
願
な
ど
薬
師
堂
へ
の
信
仰
心
が
厚
く
、
現
在
も
多

く
の
地
域
住
民
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

３
月　

日
（
土
）、
大
岩
地
区
・
本
庄
地
区
自
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治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
イ
ン
グ
本
庄
、
岩
美
町

議
会
、
役
場
職
員
な
ど
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
い
た
だ
き
Ｊ
Ｒ
大
岩
駅
周
辺
の
草
刈

り
・
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ

と
国
道
9
号
線
が
並
行
し
て
走
り
、
岩
美
町
の

西
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
る
大
岩
駅
前
の
�
桜

並
木
�
を
守
る
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
日
の
作
業
で
、
す
っ
き
り
と
し
て
風
通
し
の

よ
い
景
観
と
な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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平
成　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
中
山
間
地
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域
等
直
接
支
払
事
業
で
は
、
農
地
の
適
切
な
管

理
を
行
う
活
動
の
ほ
か
に
、
美
し
い
農
村
環
境

を
守
る
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
景
観
作
物
の

作
付
に
取
り
組
む
岩
井
地
区
で
菜
の
花
が
き
れ

い
に
咲
き
ま
し
た
。

　

山
間
部
の
農
道
や
水
路
沿
い
に
こ
う
い
っ
た

花
が
咲
い
て
い
た
ら
そ
れ
は
中
山
間
地
域
の
取

り
組
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
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